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発 戸坂城山学区

行
社会福祉協議会
戸坂大上 1-4-22 
戸坂福祉センター内

戸
坂
城
山
小
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
も

長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
皆
様
の
あ
カ

添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
教
育
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
こ
と
に
心

ょ
リ
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

合
年
度
、
本
校
は
「
つ
な
が
り
学

ぶ
楽
し
い
学
校
」
を
目
指
し
て
、
「

一
人
も
取
り
残
さ
な
い
授
業
づ
く
り
」

と
「
支
持
的
風
土
の
醸
成
さ
れ
た
学
級

づ
く
り
」
を
重
点
と
し
て
取
組
を
進
め

て
あ
り
ま
す
。
「
み
ん
な
で
育
て
る
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
三
年
生

以
上
で
教
科
担
任
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

担
任
以
外
が
授
業
を
担
当
す
る
教
科
を

増
や
し
、
複
数
の
教
職
員
が
子
ど
も
を

多
面
的
・
多
角
的
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、

一
人
一
人
の
子
ど
も
を
深
く
理
解
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
と
子
ど
も
の
関
係

性
や
そ
の
変
化
を
見
取
り
、
い
じ
め
を

未
然
に
防
止
し
チ
ー
ム
で
連
携
し
て
問

題
の
早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

「
つ
な
が
り
」
と
は
、
子
ど
も
同
土

の
つ
な
が
り
、
子
ど
も
と
教
職
員
の
つ

な
が
り
だ
け
で
な
く
、
学
校
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
と
い
う
広
い
意
味
で
の
つ

な
が
り
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

広
島
市
で
は
合
年
度
か
ら
、
全
市
立

学
校
が
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

と
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
よ
り
良
い
教
育
の
実
現
を
目

指
す
取
組
を
始
め
ま
し
だ
。
本
校
も
、

五
月
二
十
七
日
に
、
第
一
回
学
校
運
営

協
議
会
を
開
催
し
、
戸
坂
城
山
社
協
会

長
塩
谷
冨
土
男
様
を
は
じ
め
と
し
た
十

二
名
の
委
員
の
皆
様
に
、
本
年
度
の
学

校
経
営
万
針
に
つ
い
て
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
だ
。
委
員
の
皆
様
に
、
私
た
ち

教
職
員
と
と
も
に
「
チ
ー
ム
戸
坂
城
山

」
の
一
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
大
変
心
強
く
思
っ
て
あ
り
ま

す。
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
様
々
な
学

習
に
加
え
て
、
新
た
に
「
長
尾
台
古
墳

」
や
「
地
域
の
歴
史
」
に
つ
い
て
の
学

習
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
有
識
者
の
方
の
あ
話
を
伺
っ
た

り
、
過
去
に
編
さ
ん
さ
れ
た
地
域
の
資

料
を
調
べ
だ
り
す
る
学
習
を
通
し
て
、

こ
の
ま
ち
で
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
「
ふ
る
さ
と
城
山
」
を
大
切
に
で

き
る
子
ど
も
を
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

育
て
て
参
り
だ
い
と
思
っ
て
あ
り
ま
す
。

戸
坂
城
山
小
学
校
校
長

河

野

陽

子

云
名
な
が
り

学
ぶ
薬
じ
硲
学
校
忘
零
翌
さ
じ
て
亙

第1回学校運営協議会

ま
だ
、
下
校
時
の
安
全
の
見
守
り
に

つ
い
て
の
あ
願
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
あ
り
ま
す
。
こ
こ
最
近
、
下
校
時
間

帯
に
交
通
量
が
増
え
て
あ
り
、
特
に
学

校
正
門
前
の
点
滅
信
号
の
あ
る
変
形
交

差
点
で
は
危
険
な
こ
と
も
多
く
、

P

T

A
と
学
校
で
見
守
り
を
す
る
こ
と
に
い

だ
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
と
も
あ
願
い
で
き
れ
ば
あ

り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
学

校
運
営
協
議
会
委
員
、
防
犯
組
合
長
平

田
悟
様
を
中
心
と
し
て
呼
び
か
け
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
あ
願
い
ば
か
り
で
恐
縮
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
あ
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

◎この広報紙は共同募金の配分金により作成しました。
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畠畠り大合

巾止
コロナ感染者数の

高止まりにより

本年度は

中止します

《収入の部〉〉

戸
坂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

数
甲
町
内
会
会
長

LlJ

田

敏

こ
の
度
、
城
山
社
協
の
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
だ
山
田
敏
雄
で
す
。

I
l

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
福
祉
活
動
を
支
援
し
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま

l
 

＼
リ
ま
す
。

し

一

み
な
さ
ま
の
ご
指
導
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
あ
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

東

消

防

団

戸

坂

分

団

中

'
t
j
坪

一

如

久

こ
の
度
、
東
消
防
団
戸
坂
分
団
よ
リ
理
事
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

だ。
私
た
ち
の
ま
ち
、
戸
坂
城
山
地
区
を
私
た
ち
で
守
れ
る
よ
う
ま
だ
、
安
全
・
安
心

に
つ
な
が
り
ま
す
よ
う
皆
様
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
だ
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
あ
願
い
致
し
ま
す
。

佐

々

木

静

香

新
年
度
よ
り
、
ビ
ン
タ
—
長
を
務
め
さ
せ
て
い
だ
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
城
山
」
に
向
け
て
、
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
頑
張
ら
せ
て
い
だ
だ
き
ま
す
。

関
係
機
関
そ
し
て
地
域
の
皆
様
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
あ
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

雄

令和 3年度決算および令和4年度予算
《支出の部〉〉

R
R
R
 

R 
科 目 3年度決算 4年度予算 科 目 3年度決算 4年度予算

Pl 円 円 円

＊前年度繰越金 976,874 1,119,483 ＊事業支出

事務費 121,912 200,000 

＊事業収入 会議費 3,000 10,000 

入云 費 517,450 515, 000 福祉事業費 153,650 300,000 

補助金・助成金 430,890 380,000 研修費

゜
10,000 

共同募金事務費 5,000 5,000 広報費 103, 400 110, 000 

コミュニティ活動事業費収入

゜ ゜
コミュニティ活動事業費 154,770 500,000 

雑収入 1 40,000 防災事業費

゜
200,000 

体育振興費（体協助成金）

゜ ゜防犯連助成金 74,000 80,000 

団体助成金 120,000 120,000 

負担金 80,000 100, 000 

雑費

゜
50,000 

当期収入合計 953. 341 940 000 予備費 379,483 
次年度繰越金 1, 119, 483 

収入合計 1, 930, 215 2,059,483 合 計 1, 930, 215 2, 059, 483 

令和 4. 4 
（単位：円）

広島市戸坂地域包括支援センター からのお知らせ

広島市戸坂地域包括支援センターとは ？・？・

高齢者のみなさんが住み慣れた地域で、安1G1して暮らせる

ように、様閃な相談に対応する地域の総合相談窓口です。

現在、職員が‘‘地域の集まりの場”に出向き、様閃な

『出前講座』を行なっております。お気軽にご相談ください！

I~ — 二 鱗麟暉←一
, ＊健康教室＊
7つのメニコーから選べます！

① 脳トレーニング

②採血結果の見方

③ バイタルサイン

④ 生活習潰病

⑤ 水分摂取方法

⑥ インナーマッスルを鍛える

ストレッチ

⑦ 骨格系の病気

r::7 しにこ
＊叡D症サポーター董成講座＊
認知症、正しく学んで

楽しい地域に！！

*iii薬教室＊
お薬を正しく飲んで体調管理！

*ACP(/... 生会議）＊
私の人生とう生きる？

もしもの時に備えて！

1這
＊口腔教室＊
“長生き"はお口の健康から！

＊栄養教室＊
上手に食べて、元気に長生き！

＊成年後見制度＊
あれこれ

決められなくなる前に…
, ＊よろす相談＊

、` ＊高齢者虐待＊ 福祉についての困りこと等、 ~, 
＼ しない！させない！高齢者虐待！！ 出張相談いたします! ✓' 
、/'_,,  ---------------------------------------

＊消費者トヲ'"llし防止＊
『私は大丈夫！』が落とし穴・・・!?

◇ご相談•お問合せ先◇

戸坂地域包括支援センター 匹082-516-0051
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令和4年度事業実施計画

項 目 開催月日 項 目 開催月日

ふれあいいきいきサロン活動の推進（各町内会） 年間 15回 ※城山学区体育祭の開催 中止（例年5月開催）

高齢者一人暮らしの会食支援（やまゆり） 年間 9回 ※戸坂福祉センターまつり開催 中止 (6月5日(B))

ふれあい訪問配食活動の実施（ボランティア） 年間 24回 ※献血運動に協力 4月23日（土）

買い物、通院の支援（ボランティア） 年間 8回 ※盆踊り大会の開催 中止 (7月31B(B))

研修会，講演会等に積極的な参加 年間 1回 ※敬老会の開催 9月4日（日）

福祉教育推進事業の実施 年間 1回 ※戸坂城山小学校PTAまつり 11月19日（土）

ボランティアバンクの駐在 週3回（月・水・金） ※戸坂連合スポーツ大会の開催 11月23日

学校運営協議会 年間 2 回 ※新年互礼会の開催 1月15日（日）

近隣ミニネットづくり事業ほ！守り活動）の実施 年間通期
※戸坂公民館まつり 10月8廿（土），98(8)

広島市公衛協募金に協力 4月~6月
※福祉推進会議の開催 年間 1回

広報誌「しろやま」の発行 蹟 2何(7月・ 1月）
※介護施設の福祉まつり 協賛 年間2回(7月.10月）

防犯活動事業の推進 学校登校日
※戸坂城山小学校昔遊び大会 年間 1回

「大掃除の日」の設定と実施 精 2回(7月，11月）
共同募金に協力 10月~12月

防犯パトロールの実施 月 1回
※高齢者交流サロンの実施 月1回
※地域介護予防拠点 月4回

※へさかともいきネット実務者会議 月 1回 地区社協オンライン情報交換会参加 月1回

※城山小学校運動会 10月29日（土）
※イペント等については、コロナウイルス感染症防止のため、中止される場合もありますので、ご了承ください。

戸坂城山学区社会福祉協議会役員（令和4年度）

役職名 氏 名 備 考 役職名 氏 名 備 考

理事 会長 塩谷冨士男 長年経験者 理事 岡田 稔 城山体協会長

理事 副会長 桑原勝義 南東2区丁社目協町地内域会福会祉長推進委員 理事 河野陽子 城山小学校校長

理事 副会長 曽江井正之 南町内会会長 理事 平田 悟 城山防犯組合会長

理事 副会長 土井龍一 大上4丁目町内会会長 理事 河内幸三 城協山,1,学白キ区老防人紺ムクムラ亘ブ連合会会長

理事 副会長 東蹄稔直 大上地区町内会会長 理事 青木幹丸 東区保護司会戸坂支部長

理事 副会長 山田敏雄 数甲地区町内会会長 理事 品田房子 城山公衛協会長

理事 副会長 向井田雅義 出江町内会会長 理事 中村雄次 東消防団戸坂分団

理事 齢長僅事 芝 政彦 大上4丁目町内会副会長 理事 向井田 ミハル 城山母親クラブ会長

理事 副会長 平田由美 城山女性会会長 理事 高見えみ子 戸坂民児協主任児童委員

理事 監事 山口證子 戸坂民児協副会長 理事 豊嶋豊子 城山学区青少協会長

理事 堅山守人 東区社協地域福祉推進委員 理事 榎木奈穂 城山小学校PTA会長

理事 事務局長 三宅敏夫 元城山青少協事務局長 理事 向井春代 城山女性会顧問

理事 会計 坂本真知子 東区スポーツ推進委員 理事 石田麻也 戸坂中学校PTA副会長

理事 織田秀実 鶯鳴団地町内会会長 理事 向井昌樹 元戸坂中学校PTA副会長

理事 森岡雅典 百田親和町内会会長 理事 佐々木静香 戸坂地域包括支援センター長

理事 石津都男 城山体協顧問

各町内会・自治会世帯数 令和4年5月現在

町内会・自治会名 世帯数 組織 町内会・自治会名 世帯数 組織

戸坂出江町内会 231 15 戸坂南二丁目町内会 134 14 

戸坂数甲町内会 173 ， 鶯 鳴 町 内 会 33 3 

戸坂大上地区町内会 235 6 百 田 親 和 会

戸坂大上四丁目町内会 434 28 

戸坂南町内会 235 26 計 1475 101 


